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～
歯
木
の
は
な
し
～ 

「
歯
木
」
と
書
い
て
「
し
ぼ
く
」
と
読
み
ま
す
。
こ

れ
は
歯
ブ
ラ
シ
が
登
場
す
る
前
の
、
歯
磨
き
の
道
具

で
、
木
の
枝
の
端
を
咬
砕
し
て
房
状
に
し
た
も
の
で
、

古
代
イ
ン
ド
で
発
祥
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
歯
木
を
も
っ
て
歯
を
磨
く
と
い
う
習
慣
は
、

古
代
イ
ン
ド
の
ス
シ
ュ
ル
タ
と
い
う
医
師
の
書
い
た

『
ス
シ
ュ
ル
タ
本
典
』
に
、「
朝
早
く
起
き
て
歯
を
磨

け
。
歯
を
磨
く
に
は
、
新
し
い
虫
食
い
の
な
い
木
を
用

い
る
。
そ
の
長
さ
は
指
の
幅
一
、
ニ
本
分
ほ
ど
で
、
小

指
の
太
さ
く
ら
い
の
節
の
な
い
灌
木
を
用
い
る
」
と

あ
り
、
紀
元
前
五
世
紀
頃
に
は
既
に
歯
木
を
使
っ
て

の
歯
磨
き
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
仏
教
の
経
典

に
も
同
様
の
歯
の
清
掃
法
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
歯
木
に
用
い
る
木
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
、
そ

の
地
ご
と
の
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ド
で
は
主

に
ニ
ー
ム
と
い
う
木
が
用
い
ら
れ
、
日
本
に
お
い
て

は
ニ
ー
ム
が
育
た
な
い
為
、
カ
ワ
ヤ
ナ
ギ(

楊
柳)

や
ク

ロ
モ
ジ(

黒
文
字)

と
い
う
木
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。 

ど
ち
ら
も
薬
効
が
大
変
高
く
、
特
に
カ
ワ
ヤ
ナ
ギ

は
解
熱
鎮
痛
剤
と
し
て
も
有
能
で
、
こ
の
カ
ワ
ヤ
ナ

ギ
の
別
名
で
あ
る
「
楊
柳
の
枝
」
を
使
う
の
で
「
楊
枝
」
、

ま
た
は
「
房
楊
枝
」
と
い
う
語
も
生
ま
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
歯
木
は
近
代
ま
で
の
口
腔
衛
生
に
お
い
て

非
常
に
重
要
な
も
の
で
し
た
が
、
二
十
世
紀
に
入
っ

て
、
高
性
能
な
歯
ブ
ラ
シ
や
練
り
歯
磨
き
粉
の
登
場

に
よ
っ
て
歯
磨
き
の
主
役
は
歯
木
か
ら
歯
ブ
ラ
シ
に

移
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

い
ま
私
た
ち
が
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
歯
磨
き
に

も
歴
史
の
積
み
重
ね
が
あ
り
、
歯
ブ
ラ
シ
も
元
は
一

本
の
木
の
枝
で
し
た
。
今
月
四
日
か
ら
は
歯
と
口
の

健
康
週
間
で
す
。
ど
う
ぞ
歯
を
お
大
事
に
。 

 
 

～ 

歯
神
祭
の
ご
案
内 

～ 

名
称 

歯
神
社
例
祭
（
通
称 

歯
ブ
ラ
シ
感
謝
祭
） 

日
時 

六
月
四
日 

午
前
十
一
時 

場
所 

大
阪
市
北
区
角
田
町
二
番
八
号 

歯
神
社 

 
 

（
ヘ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ブ
の
観
覧
車
の
裏
側(

北
東)

） 

備
考 

歯
ブ
ラ
シ
授
与
は
先
着
百
名
迄
。 

お
問
い
合
わ
せ 

綱
敷
天
神
社 

御
旅
社
ま
で 

  

～
八
月
の
御
旅
社 

た
な
ば
た
祭
～ 

 

例
年
七
月
に
執
り
行
っ
て
お
り
ま
し
た
、
当
宮
御

旅
社
の
七
夕
祭
で
す
が
、
時
期
が
梅
雨
の
真
っ
盛
り

と
い
う
事
も
あ
り
、
何
度
も
雨
天
に
見
舞
わ
れ
、
肝
心

の
牽
牛
織
女
の
星
す
ら
見
え
な
い
と
い
う
状
況
が
続

い
て
き
た
事
も
あ
っ
て
、
昨
年
、
玉
垣
崩
落
の
恐
れ
か

ら
中
止
し
た
事
が
よ
い
契
機
と
い
う
事
も
あ
り
、
本

年
か
ら
、
七
月
で
は
な
く
本
来
の
七
夕
の
時
期
で
あ

る
、
旧
暦
七
月
、
現
在
の
八
月
に
仕
切
り
な
お
し
て
、

斎
行
致
す
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

現
在
、
予
定
と
し
ま
し
て
は
、
八
月
六
日
、
七
日
、

八
日
の
三
日
間
を
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

時
間
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
夕
方
四
時
か
ら
十
時
ま

で
短
冊
の
授
与
を
致
す
予
定
で
す
。 

 

八
月
で
あ
れ
ば
彦
星
、
織
姫
の
星
も
夜
九
時
頃
に

は
梅
田
の
天
頂
に
輝
い
て
お
り
、
ま
さ
に
本
来
の
七

夕
で
す
。 

 

ま
た
来
月
に
は
詳
報
を
お
伝
え
出
来
る
か
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。 
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ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
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ａ
ｕ
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モ
バ
イ
ル
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編
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神
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禰ね

宜ぎ

（
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